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一
、
「
八
十
八
夜
」
と
「
自
己
反
省
」
先
行
研
究
の
流
れ

一
九
三
九
（
昭
和

一
四
）
年
八
月
、
太
宰
治
が
「
新
潮
」
に
発
表
し
た

「
八
十
八
夜
」
は
、
既
に
同
時
代
に
お
い
て
、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
や
「
駈
込

み
訴
へ
」
へ
連
な
る
「
転
廻
点
」
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
（
岩
上
順

一「
太
宰
治
の
一
面
」

「三
田
文
學
」
一
九
四
一
・

ニ
）。

と
こ
ろ
が
、

非
常
に
多
く
の
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
戦
後
の
太
宰
治
研
究
史
に
お
い
て
、

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
か
、
本
格
的
な
考
察
が
あ
ま
り
着
手
さ
れ

て
い
な
い
。

太
宰
の
作
品
は
、
屡
々
、
私
生
活
の
動
向
を
軸
に
「
前
期
／
中
期
／
後

期
」
と
区
分
さ
れ
る
。
「
八
十
八
夜
」
が
発
表
さ
れ
た

一
九
三
九
年
は
、

「
中
期
」
が
始
ま
っ
た
頃
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
作

品
は
、
「
前
期
」
か
ら
「
中
期
」
へ
の
変
化
と
の
関
連
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。
な
か
で
も
、
「
前
期
の
意
識
を
も
っ
て
、
中
期
の
自
己
を
裁
く
悔

恨
の
系
列
」
、
「
送
巡
、
躊
躇
、
自
己
反
省
、
自
嘲
、
自
責
、
過
去
の
夢
へ

太
宰
治

(
1
)
 

の
追
憶
」
と
し
て
、
太
宰
の
自
己
批
判
を
読
み
取
る
論
究
が
そ
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
て
い
る
。
特
に
「
八
十
八
夜
」
は
、
数
少
な
い
先
行
研
究
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
系
列
の
代
表
的
な
作
品
と
さ
れ
て
き
た
。

奥
野
健
男
氏
は
『
太
宰
治
論
』
（
注
1

参
照
）
に
お
い
て
、
「
彼
（太宰
治
—

ー
引
用
者
注
）
は
か
つ
て
真
実
に
生
き
た
時
代
を
憧
れ
」
、
「
今
の
生
活
を
烈

し
く
嫌
悪
し
」
て
い
く
な
か
で
、
「
「
八
十
八
夜
」
で
卑
し
い
行
為
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
自
己
を
破
壊
し
」
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
「
八
十
八
夜
」

に
「
自
己
反
省
」
を
見
出
す
読
み
は
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ
、
よ
り
強
ま
っ

て
い
く
。
渡
部
芳
紀
氏
は
一
九
七
一
年
の
「
太
宰
治

論

中

期

を

中

心

と

し

て

」

（注
1
参
照
）
に
お
い
て
、
「
「
八
十
八
夜
」
に
は
、
厳
し
い

自
己
批
判
と
、
自
嘲
と
、
過
去
へ
の
追
懐
が
語
ら
れ
」
て
お
り
、
「
太
宰
の

中
期
の
自
已
へ
の
自
嘲
」
が
見
出
さ
れ
、
「
前
期
の
自
分
へ
の
憧
れ
を
さ
え

叫
び
出
」
し
て
い
る
と
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
渡
部
氏
は
、
そ
の
七
年
後

に
「
八
十
八
夜
」
論
を
執
筆
し

（「
「
八
十
八
夜
」
論
ー

「俗
天
使
」
「
鴫
」
「
奉

の
盗
賊
」
に
ふ
れ
つ
つ
ー
」
『
太
宰
治
2

仮
面
の
辻
音
楽
師
」
一
九
七
八
・
七
、
教

「
八
十
八
夜
」

一
九
三
九
年
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ

と

〈
初
期
実
験
作
〉

平

、ソ七
｛口
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育
出
版
セン
タ
ー
）
、
「
硯
実
に
妥
協
し
て
生
き
始
め
た
太
宰
自
身
の
自
已
反

省
が
、
生
ま
な
形
で
出
て
い
る
」
と
、
こ
の
論
調
を
よ
り
強
め
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
氏
の
考
察
を
特
徴
付
け
る
の
は
、
同
論
の
次
の
一
節
で
あ
ろ
う
。

笠
井
は
、
〈
ゆ
き
さ
ん
〉
が
目
当
て
で
こ
の
旅
に
出
て
来
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
〈
ゆ
き
〉
と
名
づ
け
ら
れ
た
女
中
は
、

雪

純

白
の
イ
メ
ー

ジ
の
象
徴
で
あ
る
。
過
去
の
純
粋
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
抱
い
て
い

た
頃
の
己
れ
の
象
徴
で
あ
る
。
（
中
略
）
こ
の
最
後
の
部
分
も
極
め
て

象
徴
的
で
あ
る
。
過
去
の
純
粋
無
垢
で
、
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
を

〈
ゆ
き
さ
ん
〉
が
象
徴
し
、
（
中
略
）
〈
低
劣
〉
な
〈
通
俗
小
説
〉
家
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
在
の
己
れ
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
別
の
女
中
は
太
宰
が
妥
協
を
始
め
た
現
世
の
象
徴
で
あ
り
、

中
期
的
な
傾
向
の
象
徴
で
あ
る
。
／
こ
の
よ
う
に
、
「
八
十
八
夜
」
は
、

き
わ
め
て
象
徴
的
な
作
品
で
あ
る
。

氏
は
、
非
常
に
多
く
「
象
徴
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
最
終
的
に

「
八
十
八
夜
」
自
体
を
「
き
わ
め
て
象
徴
的
な
作
品
」
だ
と
指
摘
す
る
。
「象

徴
」
と
は
、
当
然
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
、
何
ら
か
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
な

意
味
が
あ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
渡
部
氏
は
、
「
こ
れ
ら
の
作
品
に

、
、
、

描
か
れ
た
主
人
公
た
ち
の
自
己
批
判
の
姿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
太
宰
の

も
の
」
で
あ
り
、
「
〈
真
暗
闇
〉
の
世
界
か
ら
脱
出
し
た
い
と
い
う
願
望
も

太
宰
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
太
宰
の
私
生
活

を
基
盤
と
し
て
論
を
組
み
立
て
、
そ
こ
に
「
中
期
」
の
生
成
過
程
を
確
認

し
、
新
た
な
作
風
に
も
甘
ん
じ
な
い
太
宰
治
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿
を
見
出

し
て
い
っ
た
の
だ
。
還
元
す
る
対
象
が
先
に
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

様
々
な
表
象
を
そ
こ
に
対
応
さ
せ
て
い
く
と
い
う
点
で
、
「
象
徴
」
と
い
う

言
葉
を
多
く
用
い
て
、
「
き
わ
め
て
象
徴
的
な
作
品
」
と
い
う
結
論
に
行
き

着
く
氏
の
考
察
の
流
れ
は
、
半
ば
必
然
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
登
場
人
物
と
太
宰
目
身
を
重
ね
合
わ
せ
、
そ
こ
に
太
宰

の
強
い
自
己
批
判
を
見
出
す
読
み
は
、
そ
の
後
も
広
く
展
開
さ
れ
て
い
く
。

九
0
年
代
に
は
、
鶴
谷
憲
三
氏
が
「
再
生
を
期
し
た
志
向
性
へ
の
揺
り
返

し
と
も
い
う
べ
き
作
品
群
の
一
っ
」
、
「
現
状
の
姿
に
安
住
し
て
い
い
の
か

と
す
る
疑
念
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
に
う
か
が
わ
れ
る
」
（
「
太
宰

治
全
作
品
事
典
・
八
十
八
夜
」
『
太
宰
治
事
典
」
一
九
九
四
・
五
、

學
燈
社
）

と
し
、
山

口
浩
行
氏
は
「
〈
笠
井
さ
ん
〉
を
太
宰
の
等
身
大
と
見
る
こ
と
に
は
慎
重
で

あ
り
た
い
」
と
い
う
保
留
を
し
つ
つ
、
「
太
宰
は
、
朧
化
す
る
事
に
よ
っ
て
、

永
遠
に
失
わ
れ
た
理
想
像
と
し
て
過
去
を
絶
対
化
し
、
そ
れ
に
よ
り
生
活

に
埋
没
し
そ
う
な
現
状
へ
の
緊
張
感
を
惹
起
し
、
興
醒
め
な
生
活
に
耐
え

得
る
強
靱
な
作
家
精
神
の
確
立
を
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し

て
、
こ
の
作
品
を
太
宰
の
「
生
活
」
に
関
係
づ
け
て
い
る

（「
八
十
八
夜
」
『
太

宰
治
全
作
品
研
究
事
典
」一

九
九
五
．

―一

、
勉
誠
社
）
。

こ
う
し
た
読
み
に
異
を
唱
え
た
の
が
、
樫
原
修
氏
で
あ
っ
た
。
氏
は
、

こ
の
作
品
自
体
が
「
笠
井
を
太
宰
と
し
て
読
む
方
向
に
導
」
＜
仕
組
み
を

持
っ
て
お
り
、
「
こ
う
し
た
読
み
に
読
者
が
方
向
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
過

去
の
「
八
十
八
夜
」
論
自
体
が
証
明
し
て
い
る
」
と
し
て
、
既
存
の
研
究

を
相
対
化
し
た
。
さ
ら
に
、
「
奥
野
氏
の
場
合
に
は
、
作
品
の
全
体
が
、
作
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者
の
心
境
を
語
る
（
と
奥
野
氏
に
思
わ
れ
る
）
特
定
の
こ
と
ば
に
還
元
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
、
「
両
者
と
も
に

（
奥
野
健
男

『太
宰
治

芭
、
渡
部
芳
紀

「「八
十
八
夜
」
論
」1

引
用
者
注
）
」
、
「
作
中
の
特
定
の
こ
と
ば

を
、
太
宰
治
自
身
の
こ
と
ば
と
し
て
捉
え
て
い
る
」
、
「
こ
う
し
た
読
み
方

は
、
い
わ
ゆ
る
私
小
説
と
し
て
の
把
握
を
前
提
と
し
て
い
る
」
と
い
う
形

(
2
)
 

で
、
「
私
小
説
」
と
は
違
っ
た
視
座
を
設
定
す
る
こ
と
を
促
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
の
流
れ
を
見
る
と
、
主
に
、
太
宰
の
私
生
活

に
還
元
し
て
い
く
読
み
方
と
、
そ
こ
か
ら
距
離
を
と
ろ
う
と
す
る
読
み
方

、
、
、

の
一
一
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
く
。
た
だ
し
、
こ
こ
で

〈
ど
ち
ら
が
正
し
い

か
〉
を
検
証
・
考
察
し
て
も
、
何
も
生
ま
れ
て
は
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
、
読
み
の
ス
タ
ン
ス
の
相
異
で
あ
り
、
端
的
に
言
え
ば
、
ど
ち
ら
の

方
法
も
輿
味
深
く
、
あ
る
種
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

何
よ
り
、
同
時
代
評
が
そ
れ
を
証
左
し
て
い
る
。
一

九
四
一
年
、
岩
上

順
一
は
、
「
こ
の
作
品
の
な
か
で
、
太
宰
氏
は
、
そ
れ
ま
で
の
作
家
生
活
に

対
す
る
―

―
つ
の
反
省
を
書
い
た
。
そ
の

―
つ
は
作
家
生
活
の
誠
実
さ
と
自

身
に
つ
い
て
ゞ
あ
る
。

―
つ
は
作
家
生
活
の
懐
疑
と
不
信
に
つ
い
て
ゞ
あ

る
」
（
「太
宰
治
の

一
面
」
前
出
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
笠
井

一
」
と

「
太
宰
治
」
と
の
生
活
・
作
家
活
動
を
重
ね
合
わ
せ
て
行
く
読
み
で
あ
り
、

奥
野
氏
や
渡
部
氏
ら
の
読
解
と
通
ず
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
四
0
年

に
平
山
吉
琉
は
、
「
一
応
感
心
は
し
て
も
、
感
服
は
出
来
な
い
」
、
「
極
彩
色

の
カ
ラ
ク
リ
を
覗
い
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
す
る
」
、
「
そ
の
効
果
を
、
カ
ッ

チ
リ
計
算
に
入
れ
た
様
な
不
真
面
目
が
厭
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い

る
（
「
太
宰
治
の
小
説
と
私
」
「
こ
を
ろ
」

一九
四
0
九）
。
こ
れ
は
、
「
八
十
八
夜
」

、
、
、
、

が
「
私
小
説
」
と
し
て
は
み
出
す
要
素
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
指
摘
で
あ
り
、

否
定
的
に
捉
え
る
か
肯
定
的
に
捉
え
る
か
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
樫
原
氏

の
論
究
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
論
で
試
み
た
い
の
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
「
私
小
説
」
と
し
て
の
読

み
の
〈
正
誤
〉
を
検
証
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
奥
野
氏
や
渡
部
氏
に
よ
っ

て
提
示
さ
れ
た
、
「
前
期
の
意
識
を
も
っ
て
、
中
期
の
自
已
を
裁
く
悔
恨
の

系
列
」
、
「
送
巡
、
躊
躇
、
自
己
反
省
、
自
嘲
、
自
責
、
過
去
の
夢
へ
の
追

憶
」
、
「
現
実
に
妥
協
し
て
生
き
始
め
た
太
宰
自
身
の
自
己
反
省
が
、
生
ま

な
形
で
出
て
い
る
」
と
い
う
、
こ
の
作
品
か
ら
〈
太
宰
治
自
身
の
自
己
反

省
〉
を
見
出
す
読
み
を
、
克
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
く
。

「
八
十
八
夜
」
は
、
単
行
本
『
皮
膚
と
心』（

一
九
四
0
•
四
、
竹
村
書

房
）
に
収
録
さ
れ
る
際
、
様
々
な
言
葉
が
変
え
ら
れ
た
（
＊
現
在
で
は
、

奥
野
氏
の
「
解
説
」
が
掲
載
さ
れ
た
新
潮
文
庫
を
筆
頭
に
、
後
の
単
行
本

『
皮
膚
と
心
』
形
式
で
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
）
。

幾
つ
か
あ
る
両
者
の
相
異
で
も
、

H
立
つ
の
が
エ
ピ
グ
ラ
フ
の
変
化
で

あ
る
。
単
行
本
で
は
、
「
諦
め
よ
。
わ
が
心
、
獣
の
眠
り
を
眠
れ
か
し
。

(
C
.
B
)
」
と
い
う
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
言
葉
が
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
初
出
で
あ
る
三
九
年
の
雑
誌
掲
載
形
式
で
は
、
「
（
夏
も
近
づ
く
、
ー

|
）
」
と
い
う
、
シ
ン
プ
ル
で
明
る
い
エ
ピ
グ
ラ
フ
が
付
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
に
加
え
て
、
「
八
十
八
夜
」
と
い
う
、
末
広
が
り
の
未
来
を
予
見
さ
せ
る

タ
イ
ト
ル
を
も
う

一
度
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
の
作
品
に
「
悔
恨
」
、
「
自

己
反
省
」
、
「
自
嘲
」
、
「
自
責
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
要
素
ば
か
り
を
見
出
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一
九
三
九
年

一
月
、
太
宰
は
井
伏
鱒
―
一
の
媒
酌
の
も
と
、
石
原
美
知
子

と
結
婚
し
、
甲
府
で
新
た
な
生
活
を
開
始
す
る
。
彼
女
の
支
え
も
あ
っ
て
、

私
生
活
の
み
な
ら
ず
、
太
宰
の
作
家
活
動
に
新
た
な
局
面
が
到
来
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
一
九
三
九
年
は
、
特
に
そ
う
し
た
私
生
活

の
動
向
が
重
視
さ
れ
、
「
富
嶽
百
景
」
（
「
文
休
」
一
九
三
九
．
―

―＼三
）
な
ど
を

中
心
に
、
作
家

・
太
宰
治
の
「
再
生
」
が
見
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う

な
文
脈
の
も
と
で
、
「
中
期
の
世
界
へ
は
い
っ
て
行
っ
た
太
宰
は
、
そ
こ
で
、

愛
と
明
る
さ
に
満
ち
た
作
品
を
次
々
と
発
表
し
、
新
し
い
花
を
咲
か
せ
得

た
」
（
醤
部
芳
紀

「太
宰
治
論
」
前
出
）
と
い
っ
た
評
価
が
為
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
は
、
既
存
の
研
究
の
中
心
を
占
め
て
き
た
太
宰

の
私
生
活
の
動
向
か
ら

一
旦
離
れ
、
戦
時
体
制
が
激
化
し
た
、
こ
の
頃
の

文
学
状
況
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。

一
九
――
―
一
年
の
満
州
事
変
を
契
機
に
、
い
わ
ゆ
る

一
五
年
戦
争
が
始
ま

二
、
戦
時
体
制
と
太
宰
冶
「
中
期
」

へ
の
視
座

し
て
い
く
こ
と
に
は
、
ど
う
し
て
も
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。

こ
う
し
た
根
拠
の
も
と
で
、
「
八
十
八
夜
」
を
「
自
已
反
省
」
で
な
く
、

タ
イ
ト
ル
や
初
出
形
式
の

エ
ピ
グ
ラ
フ
に
即
し
て
、
何
ら
か
の
〈
可
能
性

(4
)
 

の
萌
芽
〉
を
見
出
す
形
で
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
作
品

（
に
限
ら
ず
、
太
宰
の
多
く
の
作
品
）
は
、
樫
原
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
読
者
が
方
向
づ
け
ら
れ
る
」
よ
う
な
様
々
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
た

め
、
考
察
の
拡
散
を
防
ぐ
こ
と
を
狙
い
に
、
次
節
に
お
い
て
、
ま
ず
は
考

察
の
枠
組
み
を
設
定
し
て
お
き
た
い
。

り
、
軍
需
景
気
に
よ
っ
て
市
場
は
活
性
化
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
「
文
芸

復
興
」
と
い
う
現
象
が
巻
き
起
こ
っ
た
の
は
、
一
九
三
三
年
の
こ
と
で

(
5
)
 

あ
っ
た
。
太
宰
が
デ
ビ
ュ

ー
し
た
の
は
、
丁
度
こ
の
時
期
で
あ
り
、
新
進

作
家
の
彼
が
、
「
文
芸
復
興
」
の
気
運
に
乗
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
「
芥
川

龍
之
介
賞
」
へ
の
強
い
自
信
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
動
向
な
ど
の
例
を
出
さ
ず

(
6
)
 

と
も
、
既
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、

一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
戦
時
体
制
は

よ
り
強
ま
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
中
で
、
「
文
芸
復
興
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
は

過
ぎ
去
り
、
火
野
葦
平
「
糞
尿
讀
」
（
「
文
學
芸
議
」
一
九
三
七
・
10
)
の
「
芥

川
龍
之
介
賞
」
授
賞

・
戦
地
で
の
授
賞
式
や
、
石
川
達
―
―-
「
生
き
て
ゐ
る

兵
隊
」

（「中
央
公
論
」
一
九
三
八
・
三
）
の
筆
禍
事
件
な
ど
、
文
学
に
も
直
接

的
に
戦
争
の
影
響
が
表
れ
て
く
る
。

で
は
、
戦
時
体
制
と
文
学
状
況
と
の
関
係
に
お
い
て
、
太
宰
は
ど
の
よ

う
に
位
置
つ
け
ら
れ
て
き
た
の
か
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
や
は
り
、
奥

野
健
男
氏
の
指
摘
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
き
た
。

氏
は
、
太
宰
と
戦
時
体
制
と
の
関
係
を
、
「
一
貫
し
た
戦
争
に
対
す
る
否
定

、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
潜
め
た
無
視
の
態
度
」

（傍点
11

原
文
）
だ
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
実
に
太

宰
治
は
日
本
に
お
い
て
思
想
ら
し
い
思
想
を
骨
肉
化
し
、
守
り
得
た
唯

一

の
作
家
」
と
し
た

（『太
宰
治
重

前出）
。
こ
う
し
た
見
方
は
、
太
宰
研
究
の

み
な
ら
ず
、
文
学
史
上
に
お
い
て
も
広
が
っ
て
い
く
。
例
え
ば
、
平
野
謙

の
『
昭
和
文
学
史
』
(
-
九
六
―
―
-
・
―
二
、
筑
摩
叢
書）

で
は
、
太
宰
治
の
名
を

挙
げ
な
が
ら
、
国
策
文
学
に
対
す
る
「
芸
術
派
の
抵
抗
」
が
見
出
さ
れ
て

い
る
。
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だ
が
、
こ
こ
で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
、
安
藤
宏
氏
の
簡
潔
で

あ
り
な
が
ら
本
質
を
突
い
た
指
摘
だ
。
そ
れ
は
、
「
今
H
か
ら
見
て
も
っ
と

も
奇
巽
に
映
る
の
は
、

執
筆
が
特
に
困
難
で
あ
っ
た
は
ず
の
戦
時
中
、
太

宰
の
作
風
が
も
っ
と
も
安
定
し
、
佳
作
を
次
々
に
発
表
し
続
け
て
い
た
」

と
い
う
事
実
で
あ
る
（
『
太
宰
治
弱
さ
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
」
―10
0
1
―・
1
0
、

ち
く
ま
新
書
）
。
さ
ら
に
、
安
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
も
指
摘
し
て
い
る
。

太
宰
と
戦
争
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
時
局
に
対
し
て
〈
否
定
を
潜

め
た
無
視
〉
を
一
貫
し
て
貰
い
て
い
た
、
と
い
う
奥
野
健
男
の
古
典

的
な
見
解
（
『
太
宰
治
論
』
）
が
あ
る
。
文
学
史
的
に
は
昭
和
十
年
代

の
文
学
を
国
策
文
学
に
走
っ
た
「
素
材
派
」
と
、
間
接
的
な
抵
抗
を

貰
い
た
「
芸
術
派
」
と
に
分
類
す
る
常
識
が
あ
り
、
太
宰
は
後
者
に

区
分
さ
れ
る
の
が
通
例
だ
っ
た
。（
中
略
）
だ
が
実
は
こ
う
し
た
分
類

自
体
が

「
抵
抗
」
か
「
協
力
」
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
評
価
軸
に

縛
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
、
作
中
か
ら
そ
の
痕
跡
を
抜
き
出
し
て
裁
断

し
て
い
く
従
来
の
発
想
は
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
克
服
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

「
八
十
八
夜
」
が
発
表
さ
れ
た
三
九
年
に
お
け
る
文
学
上
の
大
き
な
ト

ピ
ッ
ク
は
、
「
今
年
の
文
壇
で
の
唯
一
の
論
争
」
（
徳
田

一
穂
）
、
「
今
日
の

文
壇
に
於
い
て
殆
ん
ど
代
表
的
だ
と
思
は
れ
る
一

一種
類
の
文
学
者
の
精

神」

（北
原
武
夫
）
な
ど
と
指
摘
さ
れ
た
「
素
材
派
・
芸
術
派
論
争
」
で

あ
っ
た
。
先
に
引
い
た
平
野
謙
・
安
藤
氏
の
指
摘
も
、
「
素
材
派
／
芸
術

派
」
と
関
係
つ
け
る
形
で
、
太
宰
の
戦
時
体
制
と
の
関
係
が
考
察
さ
れ
て

い
る
。「中
期
」
と
称
さ
れ
、
太
宰
が
新
し
い
作
風
に
変
わ
っ
て
い
っ
た

一
九

三
九
年
頃
は
、
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
体
制
が
直
接
的
に
文
学
状
況
に
影
響

を
及
ぼ
し
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
太
宰
の
私
生
活
だ

け
に
還
元
せ
ず
、
時
代
背
景
、
特
に

「素
材
派
／
芸
術
派
」
と
の
関
係
で
、

こ
の
時
期
の
太
宰
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
も
、
本
格
的
に
着
手
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
時
代
背
景
と
太
宰

の
作
風
の
変
化
と
を
関
係
づ
け
、
安
藤
氏
の
言
う
「
「
抵
抗
」
か
「
協
力
」

か
と
い
う
二
者
択

一
的
な
評
価
軸
」
を

「克
服
」
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
よ
り
具
体
的
に
「
八
十
八
夜
」
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。

三
、
〈
初
期
実
験
作
〉
と
の
共
通
点
ー
「
文
芸
復
興
」
期
の
太
宰
治

「
八
十
八
夜
」
に
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
一

0
)
年
前
後
の
い
わ
ゆ
る

「文
芸
復
興
」
期
に
発
表
さ
れ
た
〈
初
期
実
験
作
〉
を
想
起
さ
せ
る
言
葉

が
、
非
常
に
多
く
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

最
も
分
か
り
や
す
い
の
は
、
「
笠
井
一
」
と
い
う
登
場
人
物
の
名
が
、

「
狂
言
の
神
」（「東
陽
」
一九
一二
六

•

1
0
)
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
も
単
に
名
前
が
共
通
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
「
今
は
亡
き
、
畏
友
、
笠

井

一
に
つ
い
て
書
き
し
る
す
。
／
笠
井
一

。
戸
籍
名
、
手
沼
謙
蔵
。
明
治

四
十
一
一
年
六
月
十
九
日
、
青
森
県
北
津
軽
郡
金
木
町
に
生
れ
た
。」
（
「
狂
言

の
神
」
）、

「笠
井

一
さ
ん
は
、
作
家
で
あ
る
。
ひ
ど
く
貧
乏
で
あ
る
。
こ
の

ご
ろ
、
ず
い
ぶ
ん
努
力
し
て
、
通
俗
小
説
を
書
い
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
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ち
つ
と
も
、
ゆ
た
か
に
な
ら
な
い
。」
（
「
八
十
八
夜
」
）
と
い
う
形
で
、
両

者
と
も
に
、
「
笠
井

一
」
の
詳
細
な
人
物
設
定
が
、
小
説
の
冒
頭
部
で
明
示

(8
)
 

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
八
十
八
夜
」
の
「
笠
井
一
」
は
、
右
の
引
用
部
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
冒
頭
部
で
わ
ざ
わ
ざ
「
通
俗
小
説
を
書
い
て
ゐ
る
」
と
設
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
「
通
俗
小
説
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
八
十
八
夜
」
に
お
い

て
、
小
説
の
展
開
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、

「
笠
井

一
」
が
昔
か
ら
「
通
俗
小
説
」
を
書
い
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う

基
本
的
な
事
項
さ
え
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
無
理
に
は
め
込
ま
れ
た

よ
う
に
見
え
る
「
通
俗
小
説
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、
太
宰
は
「
文
芸

復
興
」
期
に
お
い
て
、
「
通
俗
小
説
」
と
い
う
言
葉
を
非
常
に
強
く
意
識
し
、

そ
れ
を
忌
避
す
る
形
で
、
〈
初
期
実
験
作
〉
を
生
み
出
し
て
い
た
。
そ
う
し

た
太
宰
の
意
識
は
、
〈
初
期
実
験
作
〉
の
端
緒
と
な
っ
た
「
道
化
の
華
」

（「
日
本
浪
曼
派
」

一九
三
五
・
五
）
に
お
け
る
「
ポ
ン
チ
画
の
大
家
。
そ
ろ
そ

ろ
僕
も
厭
き
て
来
た
。
こ
れ
は
通
俗
小
説
で
な
か
ら
う
か
。
」
と
い
う
一
節

な
ど
か
ら
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

さ
ら
に
、
「
八
十
八
夜
」
は
、
作
家
生
活
に
行
き
詰
ま
っ
た
「
笠
井
一
」
が
、

以
前
か
ら
知
っ
て
い
る
「
上
諏
訪
」
の
「
宿
舎
の
女
中
さ
ん
」
に
救
い
を

求
め
て
旅
に
出
る
小
説
で
あ
る
が
、
そ
の
女
中
の
名
は
「
ゆ
き
」
と
設
定

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
「
断
崖
の
錯
覚
」
（
「
文
化
公
論
」
一
九
三
四
•
四
）
に

お
い
て
「
私
」
と
い
う
人
物
が
恋
を
し
て
、
最
終
的
に
殺
し
て
し
ま
う
女

(
9
)
 

性
の
名
と
共
通
す
る
。

こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
だ
け
で
も
、
「
八
十
八
夜
」
と
い
う
小
説
は
、
多

様
な
〈
初
期
実
験
作
〉
と
共
通
点
を
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
本
節

で
は
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
立
ち
返
っ
て
、
太
宰
が
〈
初
期
実
験
作
〉
を
生

み
出
し
て
い
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
特
に
「
八
十
八
夜
」
と
の
関
連
が
見

ら
れ
る
「
断
崖
の
錯
覚
」
、
「
道
化
の
華
」
、
「
狂
言
の
神
」
の
三
作
品
に
焦

点
を
絞
っ
て
整
理
し
た
い
。

ま
ず
「
断
崖
の
錯
覚
」
は
、
太
宰
が
「
黒
木
舜
平
」
と
い
う
匿
名
を
用

い
て
発
表
し
た
小
説
で
あ
っ
た
。
原
稿
を
預
け
た
久
保
隆

一
郎
（
喬
）
に

宛
て
た
太
宰
の

一
九
三
三
年
―
一
月

一
七
日
付
書
簡
を
見
る
と
、
こ
の
作

品
に
つ
い
て
、
「
例
の
た
ん
て
い
小
説
」
、
「
三
十
七
枚
と
い
ふ
「
し
ろ
も
の
」
」
、

「
こ
の
「
し
ろ
も
の
」
」
、
「
恥
か
し
く
て
、
か
な
は
な
い
」
、
「
多
分
、
没
書

で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
」
な
ど
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
名
前

だ
け
は
、
「
黒
木
舜
平
」
と
原
稿
ど
ほ
り
の
名
前
に
し
て
下
さ
る
や
う
、
く

れ
ぐ
れ
も
た
の
み
ま
す
」
と
い
う
懇
願
ま
で
加
え
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に

久
保
隆
一
郎
は
、
そ
の
懇
願
を
守
っ
て
作
品
を
公
に
せ
ず
、
太
宰
の
小
説

だ
と
確
認
さ
れ
た
の
は
、
実
に
半
棋
紀
ほ
ど
経
っ
た

一
九
八
一
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

既
存
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
作
品
が
秘
匿
さ
れ
続
け
た
理
由
は
、
太

宰
の
私
生
活
、
特
に
腰
越
事
件
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
こ

(10) 

ろ
が
、
既
に
拙
論
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
道
化
の
華
」
と
の
関
係

内
容
面
の
類
似
と
、
「
こ
れ
は
通
俗
小
説
で
な
か
ら
う
か
」
と
い
う

一
節

か
ら
、
太
宰
の
「
通
俗
小
説
」
へ
の
忌
避
の
姿
勢
に
、
秘
匿
の
理
由

が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
「
断
崖
の
錯
党
」
の
秘
匿
か
ら
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
お
け
る
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(
11
)
 

太
宰
の
〈
初
期
実
験
作
〉
生
成
の
経
緯
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。一

九

三
三
年
後
半
か
ら
勃
興
し
た
「
文
芸
復
興
」
と
い
う
硯
象
の
中
で
、
「
大
衆

文
学
に
た
い
す
る
純
文
学
の
再
興
と
い
ふ
」
（
青
野
李
吉
「
文
芸
時
評
」
「改
造
」

一
九
三
三．―

二
）
気
運
が
高
ま
っ
て
い

っ
た
が
、
同
時
代
に
多
く
指
摘
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
「
純
文
学
／
通
俗
小
説
（
大
衆
文
学
）」
の
境
界
は
、

非
常
に
曖
味
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
「
芥
川
龍
之
介
賞
／
直
木
三

十
五
賞
」
設
定
な
ど
も
重
な
り
、
こ
の
時
期
の
作
家
は
、

「純
文
学
」
や
そ

の
反
措
定
で
あ
る
「
大
衆
文
学
」
「
通
俗
小
説
」
と
い
う
概
念
に
対
し
て
、

定
義
は
曖
味
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
か
の
姿
勢
を
定
め
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
文
学
状
況
の
中
で
、
太
宰
は
「
生
活
の
た
め
」
に
「
断
崖
の

錯
覚
」
を
執
箪
し
た
。
そ
れ
は
太
宰
に
、
曖
昧
な
「
通
俗
小
説
」
と
い
う

概
念
を
、
結
果
的
に
具
現
化
す
る
機
会
を
も
た
ら
し
た
。
「
た
ん
て
い
小

ア

リ

パ

イ

説
」
で
あ
る
以
上
、
「
断
崖
の
錯
覚
」
で
は
、
「
不
在
證
明
」
（
ル
ビ
原
文
）
や

「
落
ち
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
「
断
崖
の
錯
覚
」
を
「
通
俗
小
説
」
だ
と

捉
え
た
太
宰
は
、
そ
う
し
た
「
形
式
的
完
成
」
を
忌
避
し
な
が
ら
、
初
期

作
品
の
特
性
で
あ
る
「
意
図
さ
れ
た
「
未
完
」
」
を
志
阿
し
て
い
っ
た
の

だ
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
「
道
化
の
華
」
の
生
成
過
程
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

「
道
化
の
華
」
は
、

三
年
前
、
私
、
一
一
十
四
歳
の
夏
に
書
い
た
も
の

で
あ
る
。
「
海
」
と
い
ふ
題
で
あ
っ
た
。
友
人
の
今
官
一
、
伊
馬
鵜
平

に
読
ん
で
も
ら
っ
た
が
そ
れ
は
、
現
在
の
も
の
に
く
ら
べ
て
、
た
い

へ
ん
素
朴
な
形
式
で
、
作
中
の
「
僕
」
と
い
ふ
男
の
独
白
な
ぞ
は
全

く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
物
語
だ
け
を
き
ち
ん
と
ま
と
め
あ
げ
た
も

叫
で
あ
っ
た
。
（中
略
）
私
の
そ
の
原
始
的
な
端
正
で
さ
へ
あ
っ
た

「
海
」
と
い
ふ
作
品
を
ず
た
ず
た
に
切
り
き
ざ
ん
で
、

「僕
」
と
い
ふ

男
の
顔
を
作
中
の
随
所
に
出
没
さ
せ
、

．．．
．．．
 （後略）

（「
川
端
康
成
へ」

「文
藝
通
信
」
一九
三
五

•

1
0
)
 

太
宰
は
、「
断
崖
の
錯
鴬
」
の

「形
式
的
完
成
」
と
い
う
要
素
に

「通
俗

小
説
」
概
念
を
見
出
し
、
そ
れ
を
反
措
定
と
し
て
、
自
分
な
り
の

「
純
文

学
」
概
念
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
文
芸
復
興
」
期
の
太
宰
に

と
っ
て
は
、
「
素
朴
な
形
式
」
で
あ
る
小
説
で
す
ら
、
忌
避
す
べ
き
「
通
俗

小
説
」
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
た
い
へ
ん
素
朴
な
形
式

で
、
作
中
の
「
僕
」
と
い
ふ
男
の
独
白
な
ぞ
は
全
く
な
か
っ
た
」
と
い
う

作
品
「
海
」
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
ず
た
ず
た
に
切
り
き
ざ
」
ん
だ
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
「
道
化
の
華
」
と
い
う
作
品
が
立
ち
現
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
「
癒
着
」
、
「
逸
脱
」
、
「
失
敗
」
、
「
竜
頭
蛇
尾
」
、

「荒
唐
無
稽
」
、
「
支
離
滅
裂
」
な
ど
と
指
摘
さ
れ
た
〈
初
期
実
験
作
〉
が
、

突
然
発
表
さ
れ
て
い
く
。

こ
う
し
て
、
「
断
崖
の
錯
覚
」
脱
稿
直
後
の
一
九
三
四
年
末
か
ら
、
「
道

化
の
華
」
を
箪
頭
に
、
前
衛
的
な

〈初
期
実
験
作
〉
が
、
次
々
と
発
表
さ

れ
て
い

っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
よ
っ
て
、
「
純
芸
術
風
な
作
品

に
与
へ
ら
れ
る
の
が
当
然
」
（
菊
池
寛
）
と
さ
れ
た
「
芥
川
賞
」
に
、
強
い

自
信
を
み
せ
て
い
く
。

そ
の
集
大
成
が
、
「
文
芸
復
興
」
終
焉
直
前
の
一
九
三
七
年
五
月
に
上
梓
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さ
れ
た
『
虚
構
の
紡
種
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
』
（
新
潮
社
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
小
説
集
に
対
す
る
太
宰
の
思
い
入
れ
は
、
「
真
・
善
・
美
」
と
い
う
モ

チ
ー
フ
を
述
べ
た
佐
藤
春
夫
宛
書
簡
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
収

め
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、
「
道
化
の
華
」
、
「
狂
言
の
神
」
、
「
虚
構
の
春
」
、

「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
」
と
い
う
、
い
ず
れ
も
非
常
に
前
衛
的
と
称
さ
れ
て

き
た
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
、
一
番
最

後
に
発
表
さ
れ
た
の
が
「
狂
言
の
神
」
で
あ
り
、
こ
の
作
品
は
、
太
宰
の
〈
初

期
実
験
作
〉
の
到
達
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
八
十
八
夜
」
に
関
連
が
見
ら
れ
た
「
断
崖
の
錯
覚
」
、

「
道
化
の
華
」
、
「
狂
言
の
神
」
は
、
い
ず
れ
も
〈
初
期
実
験
作
〉
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
な
か
で
も
、
太
宰
に
と
っ
て
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
小
説
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
な
ら
ば
、
「
八
十
八

夜
」
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
捉
え
直
さ
れ
て
い
く
の
か
ー
。

〈
初
期
実
験
作
〉
は
「
断
崖
の
錯
覚
」
を
契
機
に
生
み
出
さ
れ
た
、
太
宰

な
り
の
「
純
文
学
」
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
様
々
な
興
味
深
い
要
素

を
芋
ん
で
お
り
、
実
際
に
先
行
研
究
も
非
常
に
多
い
。
し
か
し
、
見
方
を

変
え
る
な
ら
ば
、
同
時
代
に
お
け
る
「
純
文
学
／
通
俗
小
説
（
大
衆
文
学
）
」

と
い
う
枠
組
み
に
、
太
宰
が
籠
絡
さ
れ
た
た
め
、
〈
初
期
実
験
作
〉
は
生
成

し
た
と
も
言
え
る
。

ま
た
〈
初
期
実
験
作
〉
は
、
主
に
私
生
活
と
の
関
連
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
前

期
作
品
」
と
称
さ
れ
、
小
山
初
代
と
の
離
別
や
パ
ビ
ナ
ー
ル
中
毒
な
ど
に
、

そ
の
終
焉
の
理
由
が
見
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
私
生
活
に
還
元
せ
ず
、

そ
の
作
風
自
体
に
目
を
向
け
る
視
座
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
〈
初
期

四
、
対
立
軸
の
変
化
|
|
「
素
材
派
／
芸
術
派
」
と
太
宰
治

実
験
作
〉
自
体
は
、
非
常
に
興
味
深
い
要
素
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
「
癒

着
」
、
「
逸
脱
」
、
「
失
敗
」
、
「
竜
頭
蛇
尾
」
、
「
荒
唐
無
稽
」
、
「
支
離
滅
裂
」

な
ど
と
い
う
指
摘
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
小
説
の
「
形
式
的
完
成
」

を
自
分
で
破
壊
す
る
と
い
う
点
で
、
い
つ
か
、
限
界
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な

(15
)
 

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

や
や
先
取
り
し
て
言
う
な
ら
ば
、
太
宰
に
と
っ
て
、
「
純
文
学
／
通
俗
小

説
（
大
衆
文
学
）
」
と
い
う
枠
組
み
の
籠
絡
か
ら
〈
解
放
〉
さ
れ
、
新
た
な

局
面
を
迎
え
た
の
が

一
九
三
九
年
頃
で
あ
り
、
そ
の
〈
可
能
性
の
萌
芽
〉

が
特
に
強
く
見
出
さ
れ
る
作
品
こ
そ
、
「
八
十
八
夜
」
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
れ
を
よ
り
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
次
節
で
は
、

一
九
三
九
年
に
視
点
を

移
し
た
い
。

「
八
十
八
夜
」
が
発
表
さ
れ
た

一
九
三
九
年
に
お
け
る
文
学
的
ト
ピ
ッ
ク

と
し
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
第
二
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

「
素
材
派
・
芸
術
派
論
争
」
で
あ
っ
た
。
同
年
一
月
の
上
林
暁
「
外
的
世

界
と
内
的
風
景
」
（
「文
藝
」
）
を
端
緒
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
論
争
は
、
「
文

藝
」
と
い
う
媒
体
を
中
心
に
、
そ
の
後
、
「
国
策
文
学
」
や
、
戦
後
の
「
政

治
と
文
学
」
な
ど
、
長
く
続
く
問
題
系
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
三
九
年
の
段
階
で
は
、
「
芸
術
派
と
素
材
派
と
い
ふ
名
前

は
、
わ
か
っ
た
や
う
で
わ
か
ら
な
い
言
葉
」
（
窪
川
鶴
次
郎
「
「素
材
派
」
と
「
芸

術
派
」
」
「
文
藝
」

一九
――
―
九
・
八
）
な
ど
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
定
義
自

体
、
実
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
っ
た
。
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戦
後
、
平
野
謙
は
こ
の
論
争
に
つ
い
て
、

「
あ
く
ま
で
争
点
を
固
執
す
る

文
学
論
争
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
曖
味
な
性
格
を
そ
れ
自
身
も
っ
て
い

た
」
と
総
括
し
て
い
る
（
「解
説
」『
現
代
日
本
文
学
論
争
史
下
巻
」

一九
五
七
・
一

0
、
未
来
社
）。

ま
た
、
谷
沢
永
一
氏
は
こ
の
論
争
の
各
論
者
の
主
張
を

「抽

象
的
」
、
「
理
念
的
」

だ
と
し
た
上
で
、「
論
争
に
よ
っ
て
な
ん
ら
か
の
問
題

が
解
明
さ
れ
る
性
質
の
対
立
で
は
な
」
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
素
材

派
ふ云
術
派
論
争」

『近代
文
学
論
争
事
典
』
一
九
六
二
．―

二
、
至
文
堂
、
長
谷
川
泉

編
）
。
近
年
で
は
、
松
本
和
也
氏
が
、
富
澤
有
為
男
の
「
東
洋
」

（「
中
央
公
論
」

一
九
三
九
•
五
）
に
対
す
る
様
々
な
評
価
を
概
観
し
、
さ
ら
に
、
「
素
材
派
・

芸
術
派
論
争
」
に
関
わ
る
多
く
の
言
説
を
紹
介
し
た
上
で
、
窪
川
鶴
次
郎

の
「
本
年
度
文
学
の
概
観
ー
感
情
の
通
俗
化
ー
」
（「中
央
公
論
」

一九
―――

九
・
ニ

―)
を
通
し
て
、
こ
の
論
争
の
「
割
り
切
れ
な
い
複
雑
さ
」

と
「
昭

和
十
四
年
に
お
け
る
文
学
シ
ー
ン
の
何
と
は
定
か
に
語
り
得
な
い
歴
史
の

様
相
」
を
見
出
し
て
い
る
（
「富澤
有
巖
男
『
東
洋
」
の
場
所
、

あ
る
い
は
素
材
派
・

芸
術
派
論
争
の
ゆ
く
え
」
「
文
芸
研
究
」
二
0
0
八．――-）。

す
な
わ
ち
、
「
素
材
派
／
芸
術
派
」
は
、
対
立
構
造
自
体
は
非
常
に
曖
昧

な
ま
ま
、
「
今
日
の
文
壇
に
於
い
て
殆
ん
ど
代
表
的
だ
と
思
は
れ
る
二
種
類

の
文
学
者
の
精
神
」

（北
原
武
夫
「
文
学
者
の
精
神

（
文
芸
時
評
）
」
注
7
参
照
）
な

ど
と
指
摘
さ
れ
て
い
き
、
文
学
者
は
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
志
決
定
を
迫
ら

れ
て
い
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
流
れ
は
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
お
け
る
「
純

文
学
／
通
俗
小
説
」
の
対
立
構
造
と
類
似
し
て
い
る
。
「
文
芸
復
興
」
期
と

一
九
三
九
年
と
は
、
①
曖
昧
な
対
立
構
造
、

⑦
文
学
者
へ
の
意
思
決
定
の

要
請
、
と
い
う
点
で
は
共
通
し
な
が
ら
も
、
対
立
軸
の
枠
組
み
が
「
純
文

学
／
通
俗
小
説
」
か
ら

「
素
材
派
／
芸
術
派
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の

‘、こ
0t
 それ
で
は
、
太
宰
は
こ
う
し
た
枠
組
み
の
変
化
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
。
「
素
材
派
／
芸
術
派
」
の

対
立
を
直
接
的
に
反
映
し
て
い
る
太
宰
の
作
品
と
し
て
、
ま
ず
、
「
女
の
決

闘」

（「月
刊
文
章
」
一
九
四
0
.-
1
六
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
結
末

近
く
の
部
分
を
引
用
し
て
み
た
い
。

と
い
ふ
の
が
、
私

(
D
A
Z
A
!
)
の
小
説
の
全
貌
な
の
で
あ
り
ま
す
が
、

も
と
よ
り
之
は
、

H
E
R
B
E
R
T
E
U
L
E
N
B
E
R
G
氏
の
原
作
の
、
許

し
が
た
い
冒
涜
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
け
れ
ど
も
、
相
手
が
、

一
八
七

六
年
生
れ
、
一
昔
ま
へ
の
、
し
か
も
外
国
の
大
作
家
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
私
も
甘
え
て
、
こ
ん
な
試
み
を
為
し
た
の
で
、
日
本
の
現
代
の

作
家
に
は
、
い
く
ら
何
で
も
、
決
し
て
ゆ
る
さ
れ
る
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
、
こ
の
原
作
は
、
第
二
回
に
於
い
て
、
く
は
し
く
申

し
て
置
き
ま
し
た
や
う
に
、
原
作
者
の
肉
体
疲
労
の
せ
ゐ
か
、
た
い

へ
ん
投
げ
や
り
の
点
が
多
く
、
単
に
素
材
を
は
ふ
り
出
し
た
と
い
ふ

感
じ
で
、
私
の
考
へ
て
ゐ
る
「
小
説
」
と
い
ふ
も
の
と
は
、
甚
だ
遠

い
の
で
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
ご
ろ

8
本
で
も
、
素
材
そ
の

ま
ま
の
作
品
が
、
「
小
説
」
と
し
て
大
い
に
流
行
し
て
ゐ
る
様
子
で
あ

り
ま
す
が
、
私
は
時
た
ま
、
そ
ん
な
作
品
を
読
み
、
い
つ
も
、
あ
あ

惜
し
い
、
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
口
は
ば
っ
た
い
言
ひ
方
で
あ
り

ま
す
が
、
私
に
、
こ
ん
な
素
材
を
与
へ
た
ら
、
い
い
小
説
が
書
け
る
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の
に
、
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
素
材
は
、
小
説
で
あ
り
ま
せ
ん
。

素
材
は
、
空
想
を
支
へ
て
く
れ
る
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
今
ま

で
六
回
、
た
い
へ
ん
下
手
で
赤
面
し
な
が
ら
も
努
め
て
来
た
の
は
、

私
の
そ
の
愚
か
な
思
念
の
実
証
を
、
読
者
に
お
目
に
か
け
た
か
っ
た

闊

で

あ

り
ま
す
。
私
は
、
間
違
っ
て
ゐ
る
で
せ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
「
女
の
決
闘
」
結
末
部
で
は
、
「
原
作
の
、
許
し
が
た
い

冒
涜
」
だ
と
、
自
ら
の
小
説
を
卑
下
す
る
言
葉
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
の
卑
下
は
、
字
義
通
り
に
自
己
批
判
を
示
す
の
で
は
な
く
、
「
も

っ
と
も
、
こ
の
ご
ろ
日
本
で
も
、
素
材
そ
の
ま
ま
の
作
品
が
、
「
小
説
」
と

し
て
大
い
に
流
行
し
て
ゐ
る
様
子
で
あ
り
ま
す
」
、
「
素
材
は
、
小
説
で
あ

り
ま
せ
ん
。
素
材
は
、
空
想
を
支
へ
て
く
れ
る
だ
け
で
あ
り
ま
す
」
と
い

う
形
で
、
矛
先
が
「
素
材
派
」
に
向
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
今
ま
で
六
回
、

た
い
へ
ん
下
手
で
赤
面
し
な
が
ら
も
努
め
て
来
た
の
は
、
私
の
そ
の
愚
か

な
思
念
の
実
証
を
、
読
者
に
お
目
に
か
け
た
か
っ
た
が
為
で
あ
り
ま
す
」

と
い
う
形
で
、
「
女
の
決
闘
」
と
い
う
小
説
を
書
い
た
動
機
を
も
、
「
素
材

は
、
小
説
で
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
見
解
の
「
実
証
」
の
た
め
だ
と
断
言

し
、
「
私
は
、
間
違
っ
て
ゐ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
、
読
者
に
こ
の
問
題
を
投

げ
か
け
な
が
ら
、
そ
の
後
、
小
説
は
終
結
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
「
鵬
」
（
「
知
性
」

一九
四
0• 
1

)

で
は
、
ま
た
違
っ
た
形
で
、

「
素
材
派
／
芸
術
派
」
に
対
す
る
意
識
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
私
は
、
こ
ん
な
に
、
戦
線
の
人
に
対
し
て
卑
屈
に
な
る
の
だ
ら

う
。
私
だ
っ
て
、
い
の
ち
を
こ
め
て
、
い
い
芸
術
を
残
さ
う
と
努
め

て
ゐ
る
筈
で
は
無
か
っ
た
か
。
そ
の
た
っ
た

―
つ
の
、
さ
さ
や
か
な

誇
り
を
さ
へ
、
私
は
拾
て
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
戦
線
か
ら
も
、
小
説

の
原
稿
が
送
ら
れ
て
来
る
。
雑
誌
社
へ
紹
介
せ
よ
、
と
い
ふ
の
で
あ

叫
そ
の
原
稿
は
、
用
箋
に
、
米
つ
ぶ
く
ら
ゐ
の
小
さ
い
字
で
、
く

し
や
く
し
や
に
書
か
れ
て
在
る
も
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
も
の
も
あ

れ
ば
、
用
箋
二
枚
く
ら
ゐ
の
短
篇
も
あ
る
。
私
は
、
そ
れ
を
真
剣
に

読
む
。
よ
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
紙
に
書
か
れ
て
在
る
戦
地
風
景

は
、
私
が
語
屋
の
机
に
頬
杖
つ
い
て
空
想
す
る
風
景
を
一
歩
も
出
て

ゐ
な
い
。
新
し
い
感
動
の
発
見
が
、
そ
の
原
稿
の
、
ど
こ
に
も
無
い
。

「
感
激
を
覚
え
た
。」
と
は
、
書
い
て
在
る
が
、
そ
の
感
激
は
、
あ
り

き
た
り
の
悪
い
文
学
に
教
へ
こ
ま
れ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な

工
合
に
感
激
す
れ
ば
、
い
か
に
も
小
説
ら
し
く
な
る
、
「
ま
と
ま
る
」

と
、
い
い
加
減
に
心
得
て
、
浅
薄
に
感
激
し
て
ゐ
る
性
質
の
も
の
ば

か
り
な
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
け
れ
ど
も
、
芸
術
。
そ
れ
を
言
ふ
の
も

亦
、
実
に
、
て
れ
く
さ
く
て
、
か
な
は
ぬ
の
だ
が
、
私
は
痴
の
一
念
で
、

そ
い
つ
を
究
明
し
よ
う
と
思
ふ
。
男
子
一
生
の
業
と
し
て
、
足
り
る
、

と
私
は
思
っ
て
ゐ
る
。
辻
音
楽
師
に
は
、
辻
音
楽
師
の
王
国
が
在
る

の
だ
。
私
は
、
兵
隊
さ
ん
の
書
い
た
い
く
つ
か
の
小
説
を
読
ん
で
、

い
け
な
い
と
思
っ
た
。
そ
の
原
稿
に
対
し
て
の
、
私
の
期
待
が
大
き

す
ぎ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
が
戦
線
に
、
私
た
ち
丙
種
の
も
の

に
は
、
そ
れ
こ
そ
倒
立
ち
し
た
っ
て
思
ひ
つ
か
な
い
全
然
新
ら
し
い

感
動
と
思
索
が
在
る
の
で
は
無
い
か
と
思
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
（中略）
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こ
の
小
説
に
つ
い
て
、
安
藤
宏
氏
は
「
へ
り
く
だ
る
対
象
が
前
線
の
兵

士」

で
あ
り
、「
〈
自
分
を
つ
ま
み
出
せ
る
や
う
な
強
い
兄
〉
に
国
家
体
制

そ
の
も
の
が
重
ね
合
わ
さ
れ
」
て
い
る
と
指
摘
し
た
（
『
太
宰
治
弱
各
を
演
じ

る
と
い
う
こ
と
」
前出）
。
引
用
部
の
冒
頭
、
「
な
ぜ
私
は
、
こ
ん
な
に
、
戦
線

の
人
に
対
し
て
卑
屈
に
な
る
の
だ
ら
う
」
と
い
う
言
葉
な
ど
を
見
る
と
、

確
か
に
「
私
」
自
身
、
そ
う
し
た
意
識
を
は
っ
き
り
と
吐
露
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
「
兵
隊
さ
ん
の
小
説
」

に
対
し
て
、
「
よ
く
な
い」、

「
い
け
な
い」
、

「
よ
く
な
い
の
だ
」

と
い
う
言
業
を
畳
み
掛
け
て
い
き
、
「
新
し
い
感
動
の

発
見
が
、
そ
の
原
稿
の
、
ど
こ
に
も
無
い
」
、
「
浅
薄
に
感
激
し
て
ゐ
る
性

質
の
も
の
ば
か
り
」
な
ど
と
語
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
ま
た
、
見
逃
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

例
え
ば
、
「
八
十
八
夜
」
の
前
月
に
掲
載
さ
れ
、
「
素
材
派
・
芸
術
派
論

争
」
に
も
影
響
を
与
え
た
座
談
会
「
戦
争
の
体
験
と
文
学
」
（
「
文
藝
」

一九

三
九
・
七
）
に
お
け
る
、
「
戦
争
に
つ
い
て
考
へ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
文
学

者
と
し
て
い
け
な
い
」

（
芹
澤
光
治
良
）
と

い
っ
た
発
言
や
、
戦
争
を
描
く

こ
と
そ
れ
自
体
に
特
権
性
を
見
出
し
て
い
く
対
話
空
間
と
比
し
て
「
鵬
」

の
引
用
部
を
読
み
返
す
と
、
太
宰
の
「
素
材
派
／
芸
術
派
」
へ
の
意
識
の

強
さ
が
強
く
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
「
素
材
派
／
芸
術
派
」
の
ど
ち
ら
に
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

太
宰
が
本
当
に
与
し
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
を
考
察

私
は
、
兵
隊
さ
ん
の
小
説
を
読
む
。
く
や
し
い
こ
と
に
は、

い
の
だ
。

よ
く
な

こ
こ
で
、

.ヽ
0
 

じ＞

一
九
三
五
年
と
一
九
四
―
一
年
の
二
つ
の
文
章
を
引
い
て
み
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
た
と
し
て
も
、
「

一
貰
し
た
戦
争
に
対
す
る
否
定
を
潜
め
た
無
視
の
態

度」
、
「
日
本
に
お
い
て
思
想
ら
し
い
思
想
を
骨
肉
化
し
、
守
り
得
た
唯

一

の
作
家
」
と
い
っ
た
奥
野
氏
の
指
摘
の
検
証
に
帰
着
し
て
い
く
だ
け
だ
ろ

う
。
そ
う
で
は
な
く
、
本
論
で
問
題
と
す
る
の
は
、
太
宰
と
戦
争
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
「
「
抵
抗
」
か
「
協
力
」
か
と
い
う
二
者
択

一
的
な
評
価
軸
」

を

「克
服
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
女
の
決
闘
」
や
「
鴎
」

に
お
い
て
、

非
常
に
曖
昧
な
「
素
材
派
／
芸
術
派
」
と
い
う
対
立
に
、
太

、
、
、
、

宰
が
、
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
そ
の
も
の
な
の
だ
。
こ
の
問

題
意
識
の
表
明
は
、
太
宰
が
「
文
芸
復
典
」
期
に
お
け
る
「
純
文
学
／
通

俗
小
説
」
と
い
う
曖
昧
な
対
立
軸
か
ら
、
「
素
材
派
／
芸
術
派
」
と
い
う
新

た
な
一
一
項
対
立
の
軸
に
、
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。•

も
し
文
芸
復
興
と
い
ふ
べ
き
も
の
が
あ
る
も
の
な
ら
、
国
国
国
]

に
し
て
通
俗
小
説
、
こ
の
こ
と
以
外
に
文
芸
復
興
は
有
り
得
な
い
、

と
今
も
私
は
思
っ
て
ゐ
る
。

•
今
日、

東
京
の
太
宰
治
か
ら
手
紙
が
来
た。
東
京
の
拙
宅
の
も
の

は
、
彼
の
見
受
け
た
と
こ
ろ
無
事
息
災
で
あ
る
と
報
告
し
て
あ
っ

た
。
そ
し
て
彼
自
身
は
詞
因
日
の
孤
城
を
守
る
つ
も
り
で
あ
る



163 

と
報
じ
て
ゐ
た
。
云
ふ
は
易
く
行
ふ
は
難
い
の
で
あ
る
。
だ
が
私

は
た
い
へ
ん
心
づ
よ
く
思
ひ
、
そ
の
書
信
を
封
筒
に
を
さ
め
な
が

ら
、
孤
城
を
守
る
と
い
ふ
文
字
も
決
し
て
古
く
さ
く
な
い
と
思
っ

た
。
い
ま
こ
こ
に
ゐ
る
私
た
ち
の
流
行
語
で
い
へ
ば
、
決
し
て
ナ

フ
タ
リ
ン
く
さ
く
な
い
の
で
あ
る
。

前
者
は
も
ち
ろ
ん
、
横
光
利
一
「
純
粋
小
説
論
」
（
「改
造
」
一
九
一二
五
四
）

の
冒
頭
部
で
あ
り
、
後
者
は
井
伏
鱒
―
-
「
昭
南
日
記
」
（
「
文
學
界
」
一
九
四

一マ
九
）
に
お
け
る
「
七
月

一
日
」
の
一
節
で
あ
る
。
各
々
の
文
章
に
お
い

て
「
純
文
学
」
と
い
う
同

一
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

意
味
合
い
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
「
文
芸
復
興
」
期
に
書
か
れ
た
前
者
は
、

「通
俗
小
説
」
や

「大
衆
文
学
」
の
反
措
定
と
し
て
の
意
味
合
い
と
し
て

(16) 

用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
そ
う
し
た
意
味
合
い
を
見
出
す

の
は
難
し
く
、
む
し
ろ
「
素
材
派
」
に
対
立
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
。
こ

う
し
た
対
立
軸
の
枠
組
み
の
変
化
に
直
接
的
に
強
い
影
響
を
及
ぽ
し
た
の

が、

一
九
三
九
年
の
「
素
材
派
・
芸
術
派
論
争
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

先
に
見
た
「
女
の
決
闘
」
や
「
鵬
」
か
ら
、
実
際
に
、
太
宰
の
認
識
の
変

化
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。

そ
れ
で
は
、
一
九
三
九
年
に
発
表
さ
れ
た
「
八
十
八
夜
」
に
お
い
て
、

「
通
俗
小
説
」
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
書
か
れ
た

〈
初
期
実
験
作
〉
を
想
起
さ
せ
る
要
素
が
多
く
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
の

は
な
ぜ
な
の
か
。

こ
こ
に
、
「
八
十
八
夜
」
を
〈
太
宰
治
自
身
の
自

己
反
省
〉
と
し
て
否
定
的
に
読
む
の
で
は
な
く
、
タ
イ
ト
ル
や
初
出
の
エ

ピ
グ
ラ
フ
に
即
し
た
、
あ
る
種
の
〈
可
能
性
の
萌
芽
〉
と
し
て
読
む
糸
口

が
見
出
さ
れ
て
い
く
。

五
、
「
八
十
八
夜
」
の
〈
可
能
性
〉

一
九
三
九
年
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ

第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、

「八
十
八
夜
」
に
は
〈
初
期
実
験
作
〉
を
想
起

さ
せ
る
要
素
が
、
非
常
に
多
く
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。
で
は
、
一
九
三

九
年
の
文
学
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
き
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
意

味
合
い
を
持
っ
て
い
く
の
か
。

横
光
利
一
「
純
粋
小
説
論
」
を
筆
頭
に
、
「
通
俗
小
説
」
と
い
う
概
念
は
、

「
純
文
学
」
の
反
措
定
と
し
て
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
九
年
頃
か
ら
は
、
「
素
材
派
／
芸
術
派
」
の
対

立
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
「
国
策
文
学
」
、
「
農
民
文
学
」
な
ど
の
問
題
に
押

(
17
)
 

し
出
さ
れ
る
形
で
、
「
通
俗
小
説
」
と
い
う
言
葉
は
「
文
芸
復
興
」
期
ほ

ど
注
目
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
「
八
十
八

夜
」
で
は
、
「
笠
井
一
」
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
通
俗
小
説
」
の
作
家
と
し
て
設

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
一
体
何
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
か
。

太
宰
は
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
、
「
こ
れ
は
通
俗
小
説
で
な
か
ら
う
か
」

（「
道
化
の
華
」
）
と
い
う
「
通
俗
小
説
」
へ
の
強
い
忌
避
の
意
識
か
ら
、

「
た
い
へ
ん
素
朴
な
形
式
」
で
あ
る
「
海
」
と
い
う
小
説
を
「
ず
た
ず
た

に
切
り
き
ざ
」
み
、
「
道
化
の
華
」
を
筆
頭
と
す
る
〈
初
期
実
験
作
〉
を

次
々
と
生
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

一
九
三
九
年
に
発
表
さ

れ
た
「
八
十
八
夜
」
は
、
〈
初
期
実
験
作
〉
と
は
か
け
離
れ
た
、
ま
さ
に
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「た
い
へ
ん
素
朴
な
形
式
」

で
「
物
語
だ
け
を
き
ち
ん
と
ま
と
め
あ
げ
た
」

小
説
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
文
芸
復
興
」
期
の
太
宰
に
と
っ
て
、
忌
避
す

べ
き
「
通
俗
小
説
」
で
あ
っ
た
筈
だ
。

こ
う
し
た
要
素
を
踏
ま
え
る
と
、
「
八
十
八
夜
」

と
い
う
作
品
は
、

太
宰
が
「
文
芸
復
興
」
期
に
強
く
籠
絡
さ
れ
た
「
純
文
学
／
通
俗
小
説
」

と
い
う
枠
組
み
を
、
越
境
し
て
い
く
試
み
で
は
な
か
っ
た
か
。
語
弊
を
恐

れ
ず
に
言
え
ば
、
太
宰
な
り
の
「
純
粋
小
説
」
へ
の
試
み
で
は
な
か
っ
た

か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
「
笠
井

一
」
と
い
う
〈
初
期
実
験
作
〉
の
到
達
点
で

あ
る
「
狂
言
の
神
」
と
同
姓
同
名
の
人
物
を
、
「
通
俗
小
説
」
の
作
家
と
し

て
敢
え
て
登
場
さ
せ
、
彼
を
救
う
女
中
の
名
を
、
秘
匿
し
た
筈
の
「
断
崖

の
錯
覚
」
の
登
場
人
物
の
名
と
、
わ
ざ
わ
ざ
同
じ
に
設
定
し
た
こ
と
に
も

納
得
が
い
く
。

「
文
芸
復
興
」
に
お
い
て
、
「
純
文
学
／
通
俗
小
説
」
と
い
う
曖
味
な
概

念
に
強
く
籠
絡
さ
れ
た
太
宰
は
、
「
形
式
的
完
成
」
を
「
通
俗
小
説
」
の
要

素
と
捉
え
、
そ
れ
を
敢
え
て
壊
し
た
〈
初
期
実
験
作
〉
を
生
成
さ
せ
て
い

っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
自
ら
の
小
説
を
自
ら
で
破
壊
す
る
試
み
は
、
「
癒
着
」
、

「
逸
脱
」
、
「
失
敗
」
、
「
竜
頭
蛇
尾
」
、
「
荒
唐
無
稽
」
、
「
支
離
滅
裂
」
な
ど

と
さ
れ
た
よ
う
に
、
い
つ
か
限
界
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、

一
九
三
九
年
頃
か
ら
、
文
学
状
況
は
変
化
し
て
い
く
。

曖
昧
な
概
念
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
「
純
文
学
／
通
俗
小

説
」
か
ら
「
素
材
派
／
芸
術
派
」
と
い
う
対
立
に
移
行
し
て
い
く
に
つ
れ
、

「
女
の
決
闘
」
や
「
鴫
」
等
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
太
宰
自
身
、
そ
こ
に

強
い
意
識
を
向
け
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
太
宰
に
、
結
果
的
に
、
「
純
文
学
／
通
俗
小
説
」
と
い
う
概
念
か

ら
の
あ
る
種
の
〈
解
放
〉
を
も
た
ら
し
て
い
く
。
「
形
式
的
完
成
」
や
「
た

い
へ
ん
素
朴
な
形
式
」
で
さ
え
「
通
俗
小
説
」
と
し
て
忌
避
し
た
太
宰
で

あ
る
が
、
「
八
十
八
夜
」
に
お
い
て
、
敢
え
て
自
身
に
と
っ
て
の
「
通
俗
小

説
」
を
実
践
す
る
。
同
時
に
、
小
説
内
に
わ
ざ
わ
ざ
「
通
俗
小
説
」

と
い

う
言
葉
を
組
み
込
み
、
さ
ら
に
「
笠
井

一
」、「
ゆ
き
」
と
い
う
人
物
を
導

入
し
、
様
々
な
形
で
〈
初
期
実
験
作
〉
の
要
素
を
ち
り
ば
め
て
い
く
。
そ

し
て
、
「
笠
井
さ
ん
は
、
い
い
作
品
を
書
く
か
も
知
れ
ぬ
。」
と

い
う
言
葉

で
「
八
十
八
夜
」
は
終
結
す
る

。

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
、
文
学
状
況
が
急
激
に
変
化
し
て

い
く
中
で
、

太
宰
自
身
が
〈
初
期
実
験
作
〉
を
清
算
し
、
同
時
に
、
そ
の
要
素
を
決
し

ス
テ
ー
ジ

て
壊
さ
な
い
ま
ま
、
新
た
な
舞
台
へ
入
っ
て
い
っ
た
姿
勢
が
、
「
八
十
八

夜
」
に
見
出
さ
れ
る
の
だ
。
こ
こ
に
、
「
前
期
の
意
識
を
も
っ
て
、
中
期
の

自
己
を
裁
く
悔
恨
の
系
列
」
、
「
送
巡
、
躊
躇
、
自
己
反
省
、
自
嘲
、

自
責
、

過
去
の
夢
へ
の
追
憶
」
、
「
現
実
に
妥
協
し
て
生
き
始
め
た
太
宰
自
身
の
自

已
反
省
が
、
生
ま
な
形
で
出
て
い
る
」
と
い
う

〈自
已
否
定
的
〉
な
読
み

で
は
な
い
、
ま
た
新
た
な
読
解
の
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
く
。
そ

し
て
、
こ
の
作
品
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
「
（夏
も
近
づ
く
、
）
」
や
、
タ
イ

(19) 

ト
ル
「
八
十
八
夜
」
に
即
し
た
読
み
が
可
能
に
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
読
み
に
よ
っ
て
、
「
太
宰
と
戦
争
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
、
「
「
抵

抗
」
か
「
協
力
」
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
評
価
軸
」
を
「
克
服
」
す
る

手
が
か
り
も
見
出
さ
れ
る
。

「
道
化
の
華
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
自
ら
の
小
説
を
自
ら
で
壊
し
て
い
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く
〈
初
期
実
験
作
〉
に
よ
っ
て
、
太
宰
は
〈
「
読
者
」
へ
の
語
り
か
け
の
構

(20
)
 

固
〉
を
生
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
小
説
は
、
「
癒
着
」
、

「
逸
脱
」
、
「
失
敗
」
、
「
竜
頭
蛇
尾
」
、
「
荒
唐
無
稽
」
、
「
支
離
滅
裂
」
と
し

て
、
い
つ
か
限
界
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
太
宰
は
一
九
三
九
年
頃
か
ら
、
「
通
俗
小
説
」
と
し
て
忌
避
し

て
い
た
「
素
朴
な
形
式
」
に
、
も
う

一
度
、
立
ち
返
っ
て
い
く
。
だ
が
、

そ
れ
は
単
な
る
「
ス
ケ
ッ
チ
風
の
甘
い
作
品
」
、
「
社
会
に
妥
協
し
て
行
っ

た
経
過
」
（
奥
野
健
男
）
、
す
な
わ
ち
〈
回
帰
〉
や
〈
退
行
〉
な
ど
で
は
な

く
、
〈
初
期
実
験
作
〉
と
「
素
朴
な
形
式
」
に
対
し
、
そ
の
枠
を
〈
越
境
〉
し
、

両
者
を
〈
融
合
〉
し
て
い
く
試
み
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
、
「
道
化
の
華
」
等
の
〈
初
期
実
験
作
〉
に
お
い
て
、
物
語
の
枠

を
破
壊
し
な
が
ら
生
成
さ
せ
た
〈
「
読
者
」
へ
の
語
り
か
け
の
構
図
〉
が
、

ひ
と
つ
の
手
法
と
し
て
醸
成
さ
れ
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
駈
込
み
訴

へ
」
（
「中
央
公
論
」
一
九
四
O
・

―
-
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
一
見
、
「
素
朴
な
形

(21) 

式
」
に
見
え
な
が
ら
、
「
語
り
か
け
る
テ
ク
ス
ト
」
の
方
法
を
用
い
た
多
く

の
代
表
作
が
、
こ
の
後
、
次
々
と
発
表
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
て

「
実
験
」
の
季
節
は
終
わ
り
、
「
き
ち
ん
と
ま
と
め
あ
げ
た
」
物
語
の
中
に
、

(22) 

「
「
語
り
手
」
の
存
在
を
作
中
に
確
認
す
る
表
現
」
を
組
み
込
ん
だ
、
太
宰

文
学
の
特
色
と
さ
れ
る
「
潜
在
的
二
人
称
」
の
手
法
が
、
完
成
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
た
な
ら
ば
、
「
純
文
学
／
通
俗
小
説
」
と
い
う
枠
組
み

か
ら
解
放
さ
れ
、
前
衛
的
な
〈
初
期
実
験
作
〉
と
、
太
宰
に
と
っ
て
の

「
通
俗
小
説
」
で
あ
っ
た
「
素
朴
な
形
式
」
と
の
壁
を
〈
越
境
〉
し
〈
融

合
〉
さ
せ
て
い
く
試
み
が
強
く
示
唆
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
「
八
十
八
夜
」
は
、

あ
ら
た
め
て
大
き
な
意
味
合
い
を
帯
び
て
い
く
。
こ
の
作
品
が
示
唆
す
る

〈
可
能
性
の
萌
芽
〉
は
、
私
生
活
の
動
向
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
文
学

状
況
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、

一
九
三
九
年
か
ら
の
太
宰
治
の
新
た
な
代

表
作
の
生
成
を
照
ら
し
出
す
と
い
う
点
で
、
見
逃
せ
な
い
要
素
で
あ
っ
た

の
だ
。

注
(
1
)
そ
れ
ぞ
れ
、
奥
野
健
男
『
太
宰
治
論
』
(
-
九
五
六
・

ニ
、
近
代
生
活
社

↓

一
九
八
四

•

六
、

新
潮
文
庫
）
、
渡
部
芳
紀
「
太
宰
治
論
中
期
を

中
心
と
し
て
ー

」
（
「
早
稲
田
文
学
」

一
九
七

―
.
―-
）。

(
2
)

そ
れ
ぞ
れ
、
「
「
八
十
八
夜
」
論
」（
『太
宰
治
研
究
4
』
一
九
九
七
・
七
、

和
泉
書
院
）
、
一
太
宰
治
の
〈
私
〉
小
説
ー
「
春
の
盗
賊
」
を
め
ぐ
っ

て

」
（「
日本
近
代
文
学
」
一
九
九
七
•
五
）。

(
3
)

他
の
代
表
的
な
改
稿
部
分
と
し
て
は
、
「
笠
井
一
」
と
一
ゆ
き
」
の

年
齢
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
4
)

「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
へ
の
注
目
と
い
う
点
で
、
本
稿
と
は
趣
旨
が
異

な
る
も
の
の
、
高
橋
秀
太
郎
氏
も
、
「
八
十
八
夜
」
を
は
じ
め
と
す
る

一
九
四
0
年
前
後
の
太
宰
の
作
品
か
ら
、
「
肯
定
的
な
自
己
の
と
ら
え

返
し
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
指
摘
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い

（
「
昭
和
十
五
年
前
後
の
太宰
治
|
|
•
そ
の

〈
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
〉
の
構
造ー

|
」
「
国
語
と
国
文
学
」

―1
0
0
六
・
六）。

(
5
)

拙
論
又
止
図
さ
れ
る
一
文
芸
復
興
」

1

志
賀
直
哉
『
萬
暦
赤
絵
」

に
見
る
「
変
態
現
象
」
」
（
「
国
文
学
研
究
」

―10
0
1
-
R
・
六
）
参
照
。

(
6
)

拙
論
云
甲
場
の
芸
術
家
の
復
讐
太
宰
治
こ
坦
化
の
華
」
論
ー

|
」
（
「
文
藝
と
批
評
」
―10
0
0
・
―-）
、
「
生
成
す
る
〈
読
者
〉
表
象
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太
宰
治
一
道
化
の
華
」
の
位
置

」
（「日
本
文
学
」
―
10
0
八
・

―
二
）
等
を
参
照
。
ま
た
、
「
猿
面
冠
者
」
（
「
鵡
」
一
九
一二
四
・
七
）
に
は
、

一
い
ま
日
本
で
は
、
文
芸
復
興
と
か
い
ふ
訳
の
わ
か
ら
ぬ
言
菓
が
声
高

＜
叫
ば
れ
て
ゐ
て
、
い
ち
ま
い
五
十
銭
の
稿
料
で
も
っ
て
新
作
家
を
捜

し
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
こ
の
男
も
ま
た
、
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
と
ば

か
り
に
原
稿
用
紙
に
向
っ
た
。
と
た
ん
に
彼
は
書
け
な
く
な
っ
て
ゐ

た
と
い
ふ
。」

と
い
う
形
で
、

「
文
芸
復
興
」
を
強
く
意
識
し
な
が
ら

「
書
け
な
」
く
な
り
、
強
い
焦
燥
に
か
ら
れ
る
新
進
作
家
が
描
か
れ
て

い
る
。

(
7
)

そ
れ
ぞ
れ
、
「
素
材
派
と
芸
術
派
文
壇

一
年
の
回
顧

(
2
)
」
（「信

濃
毎
日
新
聞
」

一
九
三
九
・

一
―
―
•
―
―-
）
、
一
文
学
者
の
精
神
（
文
芸
時

評
）
」
（
「
文
藝
」
一
九
三
九
・
八
）
。
な
お
、

一
九
三
九
年
に
お
け
る
「
素

材
派
／
芸
術
派
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
号
小
特
集
の
拙
稿
（
「
八
月

|
「
素
材

派
・
芸
術
派
論
争」
の
推
移
と

「
無
意
味
」
化
の
問
題
」
）
も
参
昭
~

さ
れ
た
い
。

(
8
)

な
お
、
「
八
十
八
夜
」
で
「
笠
井
一
さ
ん
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
樫
原
修
氏
は
一
「
笠
井

一
さ
ん
」
と
主
人
公
を
呼
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
語
り
手
は
、
純
粋
な
機
能
と
し
て
の
語
り
手
で
あ
る
こ
と
か

ら
逸
脱
し
、
実
際
に
作
中
に
顔
を
出
す
こ
と
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
る
種
の
存
在
感
を
持
ち
は
じ
め
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
「
八
十
八
夜
」

論
」
前
出
）
。

(
9
)

「
断
崖
の
錯
覚
」
に
お
い
て
、
「
「
君
の
名
は
、
な
ん
て
言
ふ
の
？
」

／
「
私
、
雪
。
」
／
「
雪
、
い
A

名
だ
。
」
」
と
い
う
形
で
、
そ
の
名
が

強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(10)

拙
論
「
「
太
宰
治
と
「
通
俗
小
説
」
黒
木
舜
平
「
断
崖
の
錯
覚
」

の
秘
匿
に
つ
い
て
ー
」
（
「
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」

―
―

0
0
八．―-）
。

(11)

詳
し
く
は
、
拙
論
二
太
宰
治
と
「
通
俗
小
説
」
」
（
前
出
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

(12)
東
郷
克
美
「
太
宰
治
と
い
う
物
語
「
作
中
人
物
的
作
家
」
の
方

法

」
（
「
太
宰
治
と
いう
物
語
』

―
1
0
0
1
•
三

、

筑
摩
書
房
、
初
出
1
1

『迷
羊
の
ゆ
く
え
』
一
九
九
六

・
六
、
翰
林
書
房
）
参
照
。

(
1
3
)東
郷
克
美
『
太
宰
治
と
い
う
物
語
」
(
―1
0
0
1
•
三
、
筑
摩
書
房
）
参

召＂
。
B
"
 

(14)
一
九
三
六
年
五
月

一
八
日
付
書
簡
。
そ
の
他
、
『
虚
構
の
坊
種
』
を
め

ぐ
っ
て
は
、
六
月
二
四
日
付
山
岸
外
史
宛
書
簡
、
九
月

（
日
附
不
詳
）

付
井
伏
鱒
二
宛
書
簡
、
九
月
二
四
日
付
佐
藤
春
夫
宛
書
蘭
な
ど
、
太
宰

自
身
が
意
気
込
み
を
述
べ
た
書
簡
が
非
常
に
多
く
残
っ
て
い
る
。

(15)
〈
初
期
実
験
作
〉
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
様
々
な
「
実
験
」
的
手

法
が
施
さ
れ
た
意
欲
あ
ふ
れ
る
作
品
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
あ
く

ま
で
そ
れ
は
「
実
験
」
で
あ
り
、
永
続
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
例
え

ば
東
郷
克
美
氏
は
、
『
太
宰
治
と
い
う
物
語
」
（
前
出
）
で
、
〈
初
期
実
験

作
〉
の
傾
向
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
（
括
弧
内
は
指

摘
対
象
の
作
品
）
。
一
最
も
基
本
的
な
小
説
作
法
の
約
束
ご
と
が
、
平
然

と
破
棄
さ
れ
る
。
小
説
の
首
尾
結
構
も
当
然
無
視
さ
れ
る
」
、
「
小
説
の

常
識
的
な
約
束
ご
と
が
意
識
的
、
意
図
的
に
無
視
さ
れ
る
」
（
一
猿
面
冠

者
」
）
、
「
「
私
」
は
作
者
1
1

語
り
手
で
あ
っ
て
、
先
に
書
き
か
け
た
小
説

中
の
「
私
」
で
は
な
い
の
だ
が
、
読
み
進
む
う
ち
に
両
者
は
し
だ
い
に

混
交
し
て
来
る
」
（
「
玩
具
」
）
、
「
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
法
則
は
平
気
で

無
視
さ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
語
り
手
が
前
面
に
出
て
来
て
、
描
写
の
中

に
目
分
の
感
想
を
す
べ
り
込
ま
せ
て
い
る
」
、
「
作
中
人
物
の
人
称
も
意

図
的
に
混
乱
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
（
「
逆
行
」
）
、
「
語
り
手
と
語
り
の
対

象
と
は
融
合
し
て
し
ま
う
」
(
[
彼
は
昔
の
彼
な
ら
ず
」
）
、
一
首
尾

一
貫

し
た
小
説
な
ど
「
お
小
説
」
に
す
ぎ
な
い
し
、
そ
れ
を
書
く
自
分
も

工
山
師
」
の
ご
と
き
も
の
だ
と
い
う
思
い
に
と
ら
わ
れ
る
」（
一
め
く
ら

草
紙
」
）
、
「
入
れ
子
の
物
語
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
笠
井

一
の
自
殺
需

の
枠
は
、
作
品
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
早
く
も
捨
て
ら
れ
、

作
中
に
侵
入
し
て
来
て
内
在
化
さ
れ
た
語
り
手
自
身
の
現
在
進
行
形
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の
物
語
へ
移
行
す
る
と
い
う
荒
唐
無
稽
ぶ
り
で
あ
る
」
、

「「
読
者
」
ま

で
ま
き
こ
ん
で
の
不
謹
惧
き
わ
ま
る
結
末
。
笠
井
一
の
編
死
か
ら
太

宰
治
の
絵
死
の
失
敗
へ
と
言
う
首
尾
の
不
照
応
。
お
得
意
の
意
図
さ

れ
た
竜
頭
蛇
尾
で
あ
る
」
（
「
狂
言
の
神
」
）
。
拙
論

「「
生
成
す
る
〈
読

者
〉
表
象
」
（
前
出
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
太
宰
は
、
自
ら
の
作
品

を
自
ら
で
壊
し
て
い
く
、
こ
れ
ら
の

「実
験
」
に
よ
っ
て
、
〈
「読
者
」

へ
の
語
り
か
け
の
構
図
〉
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
だ
が
、
「
実
験
」
は

あ
く
ま
で
「
実
験
」
で
あ
り
、
そ
の
作
風
自
休
は
、
い
つ
か
限
界
を
迎

え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
半
ば
必
然
で
あ
っ
た
。

(16)

も
ち
ろ
ん
、
横
光
だ
け
で
な
く
太
宰
自
身
も
「
文
芸
復
興
」
期
に
こ

う
し
た
意
味
合
い
で

「
純
文
学
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
た
。
例
え

ば
「
虚
構
の
春
」
（
「
文
學
界
」

一
九
三
六
・

七
）
で
は
、
「
マ
ゲ
モ
ノ
作

家
」
に
相
対
す
る
形
で
「
純
文
学
者
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
他
方
、
「
通
俗
小
説
」
と
「
素
材
派
」
「
国
策
文
学
」
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
直
木
三
十
五
の
フ

ァ
シ
ズ
ム
宣
言
や

「
文
芸
懇
話
会
」
を

め
ぐ
る
動
向
な
ど
に
、
そ
の
関
係
の
源
泉
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
こ
で
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
た
め
、
期
を
あ
ら
た
め
て
詳
細
に
論
じ
た

、ふ

〇

し

(17)

こ
の
時
期
、
い
わ
ゆ
る
「
レ
ッ
テ
ル
文
学
」
に
よ
る
文
壇
の
席
巻
が

問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
「
八
十
八
夜
」
発
表
の
翌
月
、
青
野

季
吉
が
「
文
芸
時
評
」
に
お
い
て
、
「
今
日
、
国
策
文
学
と
か
、
農
民

文
学
と
か
、
そ
の
他
さ
ま
が
＼
な
名
称
の
つ
く
文
学
が
存
在
し
て
ゐ

る
」
、
「
国
策
文
学
、
何
々
文
学
等
々
」
と
い
う
形
で
、
こ
の
時
期
の
文

学
状
況
を
概
観
し
て
い
る
（
「文
学
と
作
者
の
本
心
な
ど

ー

文

芸
時
評
ー

|
」
「
改
造
」

一
九
三
九
・
九
）
。

(18
)

注
1
5
参
照
。

(19)

既
存
の
研
究
で
は
、
単
行
本
収
録
形
式
で
あ
る
「
諦
め
よ
。
わ
が
心
、

獣
の
眠
り
を
眠
れ
か
し
。

(
C
.
B
)
」
ば
か
り
が
前
景
化
さ
れ
、
初
出

形
の
「
（
夏
も
近
づ
く
、
）
」
が
、
余
り
に
も
軽
視
さ
れ
て
き
た

た
め
、
本
論
で
は
、
初
出
形
に
従
っ
て
検
証
を
進
め
た
。
単
行
本
収
録

の
際
の

エ
ピ
グ
ラ
フ
に
つ

い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
〈
単
行
本
〉
で
あ
る

た
め
、
そ
の
性
質
上
、
他
の
収
録
作
品
、
特
に
表
題
と
な

っ
た
一
皮
膚

と
心
」
と

の
関
係
を
検
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
、
期
を
あ
ら
た
め
て
検
証
し
た
い
。

(20)

拙
論
「
生
成
す
る
〈
読
者
〉
表
象
太
宰
治
「
道
化
の
華
」
の

位
置
|
|
」

（前
出
）
参
照
。

(21)

松
本
和
也
「
語
り
か
け
る
テ
ク
ス
ト
太
宰
治
「
カ
チ
カ
チ
山」」

（「國
文
學
」
―10
0
八
．
――-
）、
森
厚
子
＿
太
宰
治
『
駈
込
み
訴
へ
]
に

つ

い

て

語

り

の

構

造

に

関

す

る

試

論

」

（

「解
釈
」

一
九
七

九・

ニ
）
参
照
。

(22)

森
厚
子
「
太
宰
治
『
お
伽
草
紙
」
の
表
現

構

造

「

語

り」

に

関
す
る
方
法
論
の
試
み
ー
」
（
「
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
」
一
九
七

八
・
ニ
）
参
照
。

※
引
用
部
の
傍
線

・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
旧
字
は
一
部
の
固
有
名
を
除

き
、
適
宜
新
字
に
あ
ら
た
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。




